記入例
令和６年度富山市緑肥用ヒマワリ等作付支援事業実施計画書

	事業実施主体名
	○○営農組合



１．事業の目的

　農地にヒマワリを作付し、開花後に農地にすき込むことにより、良好な田園風景の創出と有機資源が循環する農業の普及拡大を図る。
２．事業実施予定農地等の概要　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：a）
	地名
	地番
	面積
	令和６年度
作付計画（品目）
	令和７年度
作付計画（品目）

	
	
	
	
	

	例1 ○○○○
	１
	１５
	ヒマワリ
	水稲

	
	
	
	
	

	例2 △△△△
	１
	５．０
	ヒマワリ
	蜜源レンゲ

	△△△△
	２
	２．５
	ヒマワリ
	蜜源レンゲ

	△△△△
	３
	１．８
	ヒマワリ
	大麦

	△△△△
	４
	２．１
	ヒマワリ
	大麦

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	計
	＞１０a
	
	


注１）欄が足りない場合は別葉にすること。
注２）合計面積が10a以上を対象とする。ただし複数の農業者で取組む場合はその限りではない。
注３）令和７年度に原則出荷作物（蜜源作物含む）を作付けする計画があること。

栽培予定品種名　　　　　NSクルナ　　　　　
播種予定日　　　　令和　６年　７月　１　日
　開花予定日　　　　令和　６年　８月　２５日
　　　　　
３．事業完了予定年月日　　令和　６年　１０月　１日

４．収支予算書
（１）収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	区　分
	本年度予算額
	前年度予算額
	比較増減
	備考

	
	
	
	増
	減
	

	富山市補助金
	例1 30,000
例2 22,000
	0
	30,000
22,000
	
	

	その他
	
	
	
	
	

	計
	例1 30,000
例2 22,000
	0
	30,000
22,000
	
	


注）２．事業の内容の合計面積から1a未満は切り捨て、10aあたり20,000円で補助金額を算定する。
（２）支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	区　分
	本年度予算額
	前年度予算額
	比較増減
	備考

	
	
	
	増
	減
	

	富山市緑肥用ヒマワリ等作付支援事業
	例①　30,000
例②　22,000
	0
	30,000　
22,000
	
	


添付資料

・ヒマワリを作付けする範囲を示した地図（複数の農業者で取組む場合は、全体がわかるもの）

・水田確認野帳など申請する農地の面積がわかる書類

・令和6年能登半島地震被災農地の場合は被災状況の写真
団体、組織または個人名を記入


複数の農業者で取組む場合は代表者名





作付予定品目を記入下さい





ヒマワリと記入下さい





確認野帳の地番・地名





確認野帳の転作等面積





一団で１０a以上





品種名がない場合は緑肥用ヒマワリと記入下さい





予定日で構いません





2,000円/a×15a


2,000円/a×11a


(1a当たり2000円)











